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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを再生する複数のコンテンツ再生装置が接続可能であり、前記複数のコンテ
ンツ再生装置からコンテンツを受信するコンテンツ受信装置であって、
　いずれかの前記コンテンツ再生装置からのコンテンツをメインルームに配置された機器
に出力するメインルーム出力手段と、
　いずれかの前記コンテンツ再生装置からのコンテンツをサブルームに配置された機器に
出力するサブルーム出力手段と、
　前記メインルーム出力手段がメインルームに配置された機器に出力するコンテンツを再
生するコンテンツ再生装置を選択するメインルーム選択手段と、
　前記サブルーム出力手段がサブルームに配置された機器に出力するコンテンツを再生す
るコンテンツ再生装置を選択するサブルーム選択手段と、
　前記メインルーム選択手段によって選択可能な各コンテンツ再生装置に対してレジュー
ム情報を記憶するためのメインルームレジューム記憶部と、
　前記サブルーム選択手段によって選択可能な各コンテンツ再生装置に対してレジューム
情報を記憶するためのサブルームレジューム記憶部と、
　前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更前のコンテンツ
再生装置が変更後にその再生を継続しても変更前のコンテンツ再生装置からレジューム情
報を取得し、前記メインルームレジューム記憶部に変更前のコンテンツ再生装置に対応付
けて前記レジューム情報を登録し、前記サブルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更
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する際に、変更前のコンテンツ再生装置が変更後にその再生を継続しても変更前のコンテ
ンツ再生装置からレジューム情報を取得し、前記サブルームレジューム記憶部に変更前の
コンテンツ再生装置に対応付けて前記レジューム情報を登録するレジューム登録手段と、
　前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、前記メインルームレ
ジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム
情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、前記サブルーム選択手段がコ
ンテンツ再生装置を変更する際に、前記サブルームレジューム記憶部から変更後のコンテ
ンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテ
ンツ再生装置に送信する再生制御手段とを備える、コンテンツ受信装置。
【請求項２】
　前記再生制御手段が、
　前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更後のコンテンツ
再生装置が現在前記サブルーム選択手段が選択しているコンテンツ再生装置と同じである
か否かに関わらず、前記メインルームレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置
に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置
に送信し、
　前記サブルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更後のコンテンツ再
生装置が現在前記メインルーム選択手段が選択しているコンテンツ再生装置と異なる場合
には、前記サブルームレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記
憶されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、変更
後のコンテンツ再生装置が現在前記メインルーム選択手段が選択しているコンテンツ再生
装置と同じである場合には、変更後のコンテンツ再生装置に前記レジューム情報を送信し
ない、請求項１に記載のコンテンツ受信装置。
【請求項３】
　前記再生制御手段が、
　前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、ユーザ操作によって
レジューム再生許可指示が入力されている場合、前記メインルームレジューム記憶部から
変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、
変更後のコンテンツ再生装置に送信し、ユーザ操作によってレジューム再生不可指示が入
力されている場合、前記レジューム情報を変更後のコンテンツ再生装置に送信せず、
　前記サブルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、ユーザ操作によってレ
ジューム再生許可指示が入力されている場合、前記サブルームレジューム記憶部から変更
後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、変更
後のコンテンツ再生装置に送信し、ユーザ操作によってレジューム再生不可指示が入力さ
れている場合、前記レジューム情報を変更後のコンテンツ再生装置に送信しない、請求項
１に記載のコンテンツ受信装置。
【請求項４】
　前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更前のコンテンツ
再生装置が、現在前記サブルーム選択手段が選択するコンテンツ再生装置と異なる場合に
、前記コンテンツ再生装置をスタンバイ状態に制御する電源オフコマンドを送信する電源
オフコマンド送信手段をさらに備える、請求項１に記載のコンテンツ受信装置。
【請求項５】
　前記コンテンツ受信装置がスタンバイ状態から電源オン状態に移行する際に、前記再生
制御手段が、前記メインルームレジューム記憶部から前記メインルーム選択手段によって
選択されているコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出
して、前記コンテンツ再生装置に送信し、前記サブルームレジューム記憶部から前記サブ
ルーム選択手段によって選択されているコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されている
レジューム情報を読み出して、前記コンテンツ再生装置に送信する、請求項１に記載のコ
ンテンツ受信装置。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれかに記載のコンテンツ受信装置に接続可能な前記コンテンツ再生
装置であって、
　前記レジューム登録手段からの要求に応答して、レジューム情報を前記レジューム登録
手段に送信するレジューム送信手段と、
　前記再生制御手段から前記レジューム情報を受信した際に、前記レジューム情報に基づ
いてコンテンツを再生する再生手段とを有する、コンテンツ再生装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ再生装置とコンテンツ受信装置とを備えるコンテンツ再生システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＡＶアンプには、複数のコンテンツ再生装置（例えば、ＤＶＤプレーヤ、ＨＤＤレコー
ダ等）と、複数のディスプレイ装置と、複数のスピーカーとが接続可能である。例えば、
図１０に示すように、メインルームＺＯＮＥ１には、ＡＶアンプ２０、ＤＶＤプレーヤ１
０Ａ、ＨＤＤレコーダ１０Ｂ、ディスプレイ装置３０Ａ、スピーカー６０Ａ、リモコン受
信器２４Ａが配置され、サブルームＺＯＮＥ２には、ディスプレイ装置３０Ｂ、スピーカ
ー６０Ｂ、リモコン受信器２４Ｂが配置される。ＡＶアンプ２０には、メインルーム用お
よびサブルーム用のセレクタ（ＤＶＤセレクタ、ＨＤＤセレクタ）が設けられており、メ
インルーム用セレクタ、サブルーム用セレクタをそれぞれ選択することによって、メイン
ルームＺＯＮＥ１およびサブルームＺＯＮＥ２に映像及び音声を再生するコンテンツ再生
装置を選択することができる。例えば、メインルーム用セレクタはＤＶＤが選択され、サ
ブルーム用セレクタはＨＤＤが選択されている場合、メインルームＺＯＮＥ１ではＤＶＤ
プレーヤ１０Ａの映像及び音声が再生され、サブルームＺＯＮＥ２ではＨＤＤレコーダ１
０Ｂの映像及び音声が再生される。また、メインルーム用セレクタおよびサブルーム用セ
レクタは共にＨＤＤが選択されている場合、メインルームＺＯＮＥ１及びサブルームＺＯ
ＮＥ２では共にＨＤＤレコーダ１０Ｂの映像及び音声が再生される。
【０００３】
　ここで、ＤＶＤプレーヤ１０Ａ及びＨＤＤレコーダ１０Ｂにはレジューム機能が設けら
れており、（あるコンテンツの）ある再生位置（再生時間）で再生を停止した場合には、
その再生位置をレジューム情報としてメモリに記憶しておき、次回再生指示が入力された
ときに、記憶されているレジューム情報で特定される再生位置から再生を開始することが
できる。しかし、上記のように、メインルームＺＯＮＥ１及びサブルームＺＯＮＥ２で同
じコンテンツ再生装置の映像データ及び音声データを再生できる場合、以下のような問題
が生じる。すなわち、メインルームＺＯＮＥ１のユーザ操作によってＤＶＤプレーヤ１０
Ａが例えば１０：００の再生位置で再生停止した場合に、ＤＶＤプレーヤ１０Ａは再生位
置１０：００をレジューム情報としてメモリに記憶する。次に、サブルームＺＯＮＥ２の
ユーザ操作によってＤＶＤプレーヤ１０Ａが再生されると、ＤＶＤプレーヤ１０Ａはメモ
リ内のレジューム情報である再生位置１０：００を消去する。そして、例えば２０：００
の再生位置で再生停止した場合に、ＤＶＤプレーヤ１０Ａは、再生位置２０：００をレジ
ューム情報として新たにメモリに記憶する。次に、メインルームＺＯＮＥ１のユーザ操作
によって再度ＤＶＤプレーヤ１０Ａが再生されると、ユーザは１０：００から再生開始す
ると理解しているにも関わらず、レジューム情報として再生位置２０：００が記憶されて
いるので、２０：００から再生開始されてしまい、ユーザに違和感を与えてしまう。
【０００４】
　また、メインルームＺＯＮＥ１でＤＶＤセレクタが選択され、ＤＶＤプレーヤ１０Ａが
再生している際に、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタがＨＤＤセレクタに変更されたと
き、ＤＶＤプレーヤ１０Ａは再生を継続する。従って、メインルームＺＯＮＥ１のセレク
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タを再度ＤＶＤセレクタに変更した際にはＨＤＤセレクタに変更する前に再生していた位
置からＤＶＤプレーヤ１０Ａに再生を再開させることができない。メインルームＺＯＮＥ
１のセレクタがＨＤＤセレクタに変更される際に、ユーザ操作によってＤＶＤプレーヤ１
０Ａの再生を停止または一次停止すればよいが、サブルームＺＯＮＥ２のユーザ操作によ
ってＤＶＤプレーヤ１０Ａが再生開始されてしまうと、やはり、メインルームＺＯＮＥ１
のセレクタを再度ＤＶＤセレクタに変更した際にはＨＤＤセレクタに変更する前に再生し
ていた位置からＤＶＤプレーヤ１０Ａに再生を再開させることができない。
【０００５】
　また、メインルームＺＯＮＥ１でＤＶＤセレクタが選択され、ＤＶＤプレーヤ１０Ａが
再生している際に、ＡＶアンプ２０が電源オン状態からスタンバイ状態にされたとき、Ｄ
ＶＤプレーヤ１０Ａは再生を継続する。従って、ＡＶアンプ２０を再度スタンバイ状態か
ら電源オン状態にした際には、ＤＶＤプレーヤ１０Ａにスタンバイ状態にする前に再生し
ていた位置から再生を再開させることができない。ＡＶアンプ２０が電源オン状態からス
タンバイ状態にされたとき、ユーザ操作によってＤＶＤプレーヤ１０Ａの再生を停止また
は一次停止すればよいが、サブルームＺＯＮＥ２のユーザ操作によってＤＶＤプレーヤ１
０Ａが再生開始されてしまうと、やはり、ＡＶアンプ２０を再度スタンバイ状態から電源
オン状態にした際には、ＤＶＤプレーヤ１０Ａにスタンバイ状態にする前に再生していた
位置から再生を再開させることができない。
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２２０２１２号公報
【特許文献２】特開２００６－４４８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、メインル
ームおよびサブルームから同一のコンテンツ再生装置のコンテンツを再生できる場合でも
、適切なレジューム情報に基づいてコンテンツ再生装置を再生制御することができるコン
テンツ再生システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の好ましい実施形態によるコンテンツ受信装置は、コンテンツを再生する複数の
コンテンツ再生装置が接続可能であり、前記複数のコンテンツ再生装置からコンテンツを
受信するコンテンツ受信装置であって、いずれかの前記コンテンツ再生装置からのコンテ
ンツをメインルームに配置された機器に出力するメインルーム出力手段と、いずれかの前
記コンテンツ再生装置からのコンテンツをサブルームに配置された機器に出力するサブル
ーム出力手段と、前記メインルーム出力手段がメインルームに配置された機器に出力する
コンテンツを再生するコンテンツ再生装置を選択するメインルーム選択手段と、前記サブ
ルーム出力手段がサブルームに配置された機器に出力するコンテンツを再生するコンテン
ツ再生装置を選択するサブルーム選択手段と、前記メインルーム選択手段によって選択可
能な各コンテンツ再生装置に対してレジューム情報を記憶するためのメインルームレジュ
ーム記憶部と、前記サブルーム選択手段によって選択可能な各コンテンツ再生装置に対し
てレジューム情報を記憶するためのサブルームレジューム記憶部と、前記メインルーム選
択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更前のコンテンツ再生装置からレジュー
ム情報を取得し、前記メインルームレジューム記憶部に変更前のコンテンツ再生装置に対
応付けて前記レジューム情報を登録し、前記サブルーム選択手段がコンテンツ再生装置を
変更する際に、変更前のコンテンツ再生装置からレジューム情報を取得し、前記サブルー
ムレジューム記憶部に変更前のコンテンツ再生装置に対応付けて前記レジューム情報を登
録するレジューム登録手段と、前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更す
る際に、前記メインルームレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付け
て記憶されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、
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前記サブルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更する際に、前記サブルームレジュー
ム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情報を
読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信する再生制御手段とを備える。
【０００９】
　従って、メインルーム選択手段及びサブルーム選択手段それぞれが選択可能なコンテン
ツ再生装置毎に、レジューム情報を管理しているので、メインルーム（またはサブルーム
）選択手段の各コンテンツ再生装置に対して記憶したレジューム情報がサブルーム（また
はメインルーム）からの同一コンテンツ再生装置のユーザ操作によって消去または変更さ
れることを防止できる。また、メインルーム選択手段（またはサブルーム選択手段）がコ
ンテンツ再生装置を変更する際に、前回メインルーム選択手段（またはサブルーム選択手
段）が同一コンテンツ再生装置を選択していたときのレジューム情報に基づく再生位置か
ら、コンテンツ再生装置にコンテンツ再生を再開させることができる。このように、メイ
ンルームおよびサブルームから同一のコンテンツ再生装置のコンテンツを再生できる場合
でも、適切なレジューム情報に基づいてコンテンツ再生装置を再生制御することができる
。
【００１０】
　好ましい実施形態においては、前記再生制御手段が、前記メインルーム選択手段がコン
テンツ再生装置を変更する際に、変更後のコンテンツ再生装置が現在前記サブルーム選択
手段が選択しているコンテンツ再生装置と同じであるか否かに関わらず、前記メインルー
ムレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジュ
ーム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、前記サブルーム選択手段
がコンテンツ再生装置を変更する際に、変更後のコンテンツ再生装置が現在前記メインル
ーム選択手段が選択しているコンテンツ再生装置と異なる場合には、前記サブルームレジ
ューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶されているレジューム情
報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、変更後のコンテンツ再生装置が
現在前記メインルーム選択手段が選択しているコンテンツ再生装置と同じである場合には
、変更後のコンテンツ再生装置に前記レジューム情報を送信しない。
【００１１】
　この場合、同一のコンテンツ再生装置からメインルーム及びサブルームに同時にコンテ
ンツを出力する場合には、メインルームに対するレジューム情報に基づく再生位置を優先
し、後からサブルーム選択手段が当該コンテンツ再生装置を選択しても、サブルーム選択
手段に対応付けて記憶されているレジューム情報に基づいて再生位置を変更することがな
い。従って、メインルームのユーザがコンテンツを視聴している際に、サブルームのユー
ザ操作によってメインルームのユーザが視聴しているコンテンツの再生位置が変更されて
、メインルームのユーザに不快感を与えることを防止できる。
【００１２】
　好ましい実施形態においては、前記再生制御手段が、前記メインルーム選択手段がコン
テンツ再生装置を変更する際に、ユーザ操作によってレジューム再生許可指示が入力され
ている場合、前記メインルームレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応
付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信
し、ユーザ操作によってレジューム再生不可指示が入力されている場合、前記レジューム
情報を変更後のコンテンツ再生装置に送信せず、前記サブルーム選択手段がコンテンツ再
生装置を変更する際に、ユーザ操作によってレジューム再生許可指示が入力されている場
合、前記サブルームレジューム記憶部から変更後のコンテンツ再生装置に対応付けて記憶
されているレジューム情報を読み出して、変更後のコンテンツ再生装置に送信し、ユーザ
操作によってレジューム再生不可指示が入力されている場合、前記レジューム情報を変更
後のコンテンツ再生装置に送信しない。
【００１３】
　この場合、メインルーム（またはサブルーム）選択手段が選択するコンテンツ再生装置
のレジューム情報に基づく再生位置から再生させることをユーザが希望する場合のみに、
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レジューム情報に基づいて再生開始させることができる。
【００１４】
　好ましい実施形態においては、前記メインルーム選択手段がコンテンツ再生装置を変更
する際に、変更前のコンテンツ再生装置が、現在前記サブルーム選択手段が選択するコン
テンツ再生装置と異なる場合に、前記コンテンツ再生装置をスタンバイ状態に制御する電
源オフコマンドを送信する電源オフコマンド送信手段をさらに備える。
【００１５】
　この場合、メインルーム選択手段およびサブルーム選択手段のいずれも選択していない
コンテンツ再生装置を自動的にスタンバイ状態にすることができるので、操作性が向上し
、省電力化を図れる。
【００１６】
　好ましい実施形態においては、前記コンテンツ受信装置がスタンバイ状態から電源オン
状態に移行する際に、前記再生制御手段が、前記メインルームレジューム記憶部から前記
メインルーム選択手段によって選択されているコンテンツ再生装置に対応付けて記憶され
ているレジューム情報を読み出して、前記コンテンツ再生装置に送信し、前記サブルーム
レジューム記憶部から前記サブルーム選択手段によって選択されているコンテンツ再生装
置に対応付けて記憶されているレジューム情報を読み出して、前記コンテンツ再生装置に
送信する。
【００１７】
　この場合、コンテンツ受信装置を電源オン状態にすると、メインルーム（およびサブル
ーム）選択手段が選択しているコンテンツ再生装置を、記憶されているレジューム情報に
基づいた再生位置から再生させることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　メインルームおよびサブルームから同一のコンテンツ再生装置のコンテンツを再生でき
る場合でも、適切なレジューム情報に基づいてコンテンツ再生装置を再生制御することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の好ましい実施形態によるコンテンツ再生装置（例えば、ＤＶＤプレーヤ
、ＨＤＤレコーダ等）、コンテンツ受信装置（例えば、ＡＶアンプ）を備えるコンテンツ
再生システムついて、図面を参照して具体的に説明するが、本発明はこれらの実施形態に
は限定されない。
【００２２】
　図１は、本実施形態のコンテンツ再生システムを示すブロック図である。メインルーム
ＺＯＮＥ１には、ＡＶアンプ２０と、ＡＶアンプ２０に接続されたＤＶＤプレーヤ１０Ａ
と、ＨＤＤレコーダ１０Ｂと、ディスプレイ装置３０Ａと、スピーカー６０Ａと、リモコ
ン受信器２４Ａとが配置され、サブルームＺＯＮＥ２には、ＡＶアンプ２０に接続された
ディスプレイ装置３０Ｂと、スピーカー６０Ｂと、リモコン受信器２４Ｂとが配置されて
いる。ＡＶアンプ２０と、ＤＶＤプレーヤ１０Ａ、ＨＤＤレコーダ１０Ｂ及びディスプレ
イ装置３０Ａ，３０Ｂとは、例えばＨＤＭＩ規格に準拠し、ＨＤＭＩケーブルを介して相
互に接続されている。本実施形態において、コンテンツとは、映像（画像）データおよび
／または音声データの総称である。
【００２３】
［ＤＶＤプレーヤ１０Ａの構成］
　ＤＶＤプレーヤ１０Ａは、再生部１１と、ＨＤＭＩ送信部１３と、システム制御部１４
と、操作表示部１５と、メモリ１６と、コネクタ部１７とを有している。
【００２４】
　再生部１１は、ＤＶＤディスク（以下、単にディスクという。）に記録されている映像
データ及び音声データをディスクから読み出して、ＨＤＭＩ送信部１３に供給する。再生
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部１１は、図示しない光ピックアップ、サーボ回路、ＭＰＥＧデコーダ、音声デコーダ等
を含む。
【００２５】
　ＨＤＭＩ送信部１３は再生部１１から供給された映像データおよび音声データを、シス
テム制御部１４からのコマンドにより、ＨＤＭＩ規格のデータ（以下、ＨＤＭＩデータ）
に変換する。ＨＤＭＩ送信部１３は、ＨＤＭＩデータをコネクタ部１７を介してＡＶアン
プ２０に送信する。ＨＤＭＩ送信部１３は、ＨＤＭＩデータを送受信するＴＭＤＳライン
および接続の有無を判断するためのホットプラグを介して、ＡＶアンプ２０のＨＤＭＩ受
信部２１に接続される。
【００２６】
　システム制御部１４は、内蔵又は接続されたメモリに格納されているＤＶＤプレーヤの
動作プログラムに基づいて、再生部１１、ＨＤＭＩ送信部１３、操作表示部１５、メモリ
１６等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータやＣＰＵ等である。システ
ム制御部１４は、操作表示部１５からの操作入力または各部からの制御信号およびデータ
に基づいて各種処理を実行する。
【００２７】
　システム制御部１４は、ＣＥＣラインを介してＡＶアンプ２０のシステム制御部２３に
接続され、システム制御部２３とコマンドおよび／またはデータを送受信する。システム
制御部１４は、システム２３からセレクタ解除通知又はスタンバイ通知を受信したとき、
再生部１１から現在再生している再生位置の情報を取得して、再生位置（または再生時間
）をレジューム情報としてＡＶアンプ２０のシステム制御部２３に送信する。また、シス
テム制御部１４は、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３からレジューム情報を受信した
とき、レジューム情報で特定される再生位置からコンテンツを再生するように再生部１１
を制御する。なお、ＤＶＤプレーヤがＤＶＤチェンジャである場合には、レジューム情報
にはディスクを特定するためのディスク情報が含まれているとよい。
【００２８】
［ＨＤＤレコーダ１０Ｂの構成］
　ＨＤＤレコーダ１０Ｂの構成は、上記のＤＶＤプレーヤ１０Ａの構成と類似するので異
なる点のみを記載する。ＨＤＤレコーダ１０Ｂは、コンテンツ記憶部であるＨＤＤ（ハー
ドディスクドライブ）１２をさらに備えている。ＨＤＤ１２には複数のコンテンツ（映像
ファイルまたは音楽ファイル）が記録されている。ＨＤＤレコーダ１０Ｂのレジューム情
報は、複数のコンテンツの中から１つのコンテンツを特定するためのコンテンツ特定情報
と、そのコンテンツの再生位置（再生時間やアドレス等）とを含む。コンテンツ特定情報
は、コンテンツに対して一意に付与されるコンテンツＩＤでもよく、複数のメタデータ（
例えばアーティスト名と曲名と）の組合せであってもよい。
【００２９】
［ＡＶアンプの構成］
　ＡＶアンプ２０は、ＨＤＭＩ受信部２１と、ＨＤＭＩ送信部２２と、システム制御部２
３と、リモコン受信器２４Ａ，２４Ｂと、操作表示部２５と、音声処理部２６と、コネク
タ部２７ａ，２７ｂと、メモリ（ＲＯＭ，ＲＡＭ等）２８とを有している。
【００３０】
　ＨＤＭＩ受信部２１は、ＤＶＤプレーヤ１０ＡおよびＨＤＤレコーダ１０Ｂから送信さ
れたＨＤＭＩデータを受信して、受信したＨＤＭＩデータから元の映像データ（ＨＤＭＩ
変換前の映像データ）を生成して、ＨＤＭＩ送信部２２に供給する。また、ＨＤＭＩ受信
部２１は、受信したＨＤＭＩデータから元の音声データを生成して、音声処理部２６に供
給する。
【００３１】
　また、ＨＤＭＩ受信部２１は、セレクタ回路としての機能を有している。本例では、セ
レクタは、メインルームＺＯＮＥ１、サブルームＺＯＮＥ２毎に、ＤＶＤセレクタとＨＤ
Ｄセレクタとを有する。ＤＶＤセレクタにはＤＶＤプレーヤ１０Ａが接続されるコネクタ
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２７ａが割り当てられており、ＤＶＤセレクタが選択されると、ＤＶＤプレーヤ１０Ａか
らのＨＤＭＩデータに含まれるコンテンツがＨＤＭＩ受信部２１で処理される。同様に、
ＨＤＤセレクタにはＨＤＤレコーダ１０Ｂが接続されるコネクタ２７ｂが割り当てられて
おり、ＨＤＤセレクタが選択されると、ＨＤＤレコーダ１０ＢからのＨＤＭＩデータに含
まれるコンテンツがＨＤＭＩ受信部２１で処理される。現在選択されているセレクタは、
図２に示すようにセレクタテーブルとしてメモリ２８に記憶されている。
【００３２】
　例えば、図２（ａ）に示すように、メインルーム用セレクタはＤＶＤが選択され、サブ
ルーム用セレクタはＨＤＤが選択されている場合、ＨＤＭＩ受信部２１は、メインルーム
ＺＯＮＥ１に対してはＤＶＤプレーヤ１０Ａからの映像データ及び音声データを受信し、
メインルームＺＯＮＥ１に配置されたディスプレイ装置３０Ａ及びスピーカー６０Ａに出
力するように動作し、サブルームＺＯＮＥ２に対してはＨＤＤレコーダ１０Ｂからの映像
データ及び音声データを受信し、サブルームＺＯＮＥ２に配置されたディスプレイ装置３
０Ｂ及びスピーカー６０Ｂに出力するように動作する。また、図２（ｂ）に示すように、
メインルーム用セレクタおよびサブルーム用セレクタは共にＨＤＤが選択されている場合
、メインルームＺＯＮＥ１及びサブルームＺＯＮＥ２に対して共にＨＤＤレコーダ１０Ｂ
からの映像データ及び音声データを受信し、各ルームに配置されたディスプレイ装置３０
Ａ，３０Ｂ、スピーカー６０Ａ，６０Ｂに出力するように動作する（但し、この場合、図
１のハードウェア構成においては、メインルームＺＯＮＥ１とサブルームＺＯＮＥ２とで
再生されるコンテンツの再生位置を異ならせることができない）。
【００３３】
　図１に戻り、音声処理部２６は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給された音声データをデコ
ードし、遅延処理、イコライザ処理、Ｄ／Ａ変換処理、音量調整処理、増幅処理等の各処
理を実行し、外部に接続されたスピーカー６０Ａ，または、６０Ｂに音声信号を供給する
。音声信号をメインルームＺＯＮＥ１に配置されたスピーカー６０Ａに出力するか、サブ
ルームＺＯＮＥ２に配置されたスピーカー６０Ｂに出力するか、又は、両方のスピーカー
６０Ａ，６０Ｂに出力するかは図２のセレクタテーブルを参照して特定される。
【００３４】
　ＨＤＭＩ送信部２２は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給された映像データを、ＨＤＭＩデ
ータに変換する。ＨＤＭＩ送信部２２は、変換したＨＤＭＩデータをディスプレイ装置３
０Ａ，３０Ｂに送信し、ディスプレイ装置３０Ａ，３０Ｂに映像を表示させる。映像デー
タを含むＨＤＭＩデータをメインルームＺＯＮＥ１に配置されたディスプレイ装置３０Ａ
に出力するか、サブルームＺＯＮＥ２に配置されたディスプレイ装置３０Ｂに出力するか
、又は、両方のディスプレイ装置３０Ａ，３０Ｂに出力するかは図２のセレクタテーブル
を参照して特定される。
【００３５】
　リモコン受信器２４Ａは、メインルームＺＯＮＥ１のユーザ操作によってリモコン信号
を受信し、システム制御部２３にリモコン信号を供給する。リモコン受信器２４Ｂは、サ
ブルームＺＯＮＥ２のユーザ操作によってリモコン信号を受信し、システム制御部２３に
リモコン信号を供給する。これらのリモコン信号は、例えば、各ルーム用のセレクタを変
更する指示、再生開始する指示、ＡＶアンプ２０をスタンバイ状態にする指示、ＡＶアン
プ２０を電源オン状態にする指示等である。操作表示部２５は、メインルームＺＯＮＥ１
のユーザ操作によって操作信号が入力され、システム制御部２３に操作信号を供給するも
のであり、ＡＶアンプ２０のフロントパネルに設けられた操作スイッチである。この操作
信号は、同様に、各ルーム用のセレクタを変更する指示、再生開始する指示、ＡＶアンプ
２０をスタンバイ状態にする指示、ＡＶアンプ２０を電源オン状態にする指示等である。
【００３６】
　システム制御部２３は、内蔵又は接続されたメモリに記憶されているＡＶアンプの動作
プログラムに基づいて、ＨＤＭＩ受信部２１、ＨＤＭＩ送信部２２、操作表示部２５、音
声処理部２６、メモリ２８等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータやＣ
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ＰＵ等である。システム制御部２３は、操作表示部２５、リモコン受信器２４Ａ，２４Ｂ
からの操作入力または各部からの制御信号およびデータに基づいて各種処理を実行する。
システム制御部２３は、ＣＥＣラインを介してＤＶＤプレーヤ１０のシステム制御部１４
に接続され、システム制御部１４とコマンドおよびデータを送受信する。
【００３７】
　システム制御部２３は、メインルームＺＯＮＥ１またはサブルームＺＯＮＥ２のセレク
タを変更する指示が入力された場合、現在選択されているセレクタ（変更前のセレクタ）
に対応するコンテンツ再生装置からレジューム情報を要求して取得する。取得したレジュ
ーム情報は、メモリ２８に保存される図３に示すレジューム情報テーブルに記憶される。
【００３８】
　レジューム情報テーブルは、各ルームの各セレクタに対してレジューム情報を記憶でき
るようになっている。図３に示すように、メインルームＺＯＮＥ１のＤＶＤセレクタには
ＤＶＤプレーヤ１０Ａのレジューム情報ＲＥＤＶＤ１が、メインルームＺＯＮＥ１のＨＤ
ＤセレクタにはＨＤＤレコーダ１０Ｂのレジューム情報ＲＥＨＤＤ１が、サブルームＺＯ
ＮＥ２のＤＶＤセレクタにはＤＶＤプレーヤ１０Ａのレジューム情報ＲＥＤＶＤ２が、サ
ブルームＺＯＮＥ２のＨＤＤセレクタにはＨＤＤレコーダ１０Ｂのレジューム情報ＲＥＨ
ＤＤ２が、それぞれ記憶される。
【００３９】
　すなわち、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタを（ＤＶＤセレクタから）ＨＤＤセレク
タに変更する指示が入力されると、システム制御部２３はＤＶＤプレーヤ１０Ａのレジュ
ーム情報を取得して図３のメインルームＺＯＮＥ１のＤＶＤセレクタのフィールドに登録
する。サブルームＺＯＮＥ２のセレクタを（ＨＤＤセレクタから）ＤＶＤセレクタに変更
する指示が入力されると、システム制御部２３はＨＤＤレコーダ１０Ｂのレジューム情報
を取得して図３のサブルームＺＯＮＥ２のＨＤＤセレクタのフィールドに登録する。
【００４０】
　システム制御部２３は、メインルームＺＯＮＥ１またはサブルームＺＯＮＥ２のセレク
タを変更する指示が入力された場合、図３のレジューム情報テーブルに、変更後のセレク
タのレジューム情報が記憶されているかを確認し、記憶されている場合にはそのレジュー
ム情報を読み出して、コンテンツ再生装置に送信する。例えば、メインルームＺＯＮＥ１
についてセレクタを（ＤＶＤセレクタから）ＨＤＤセレクタに変更する指示が入力される
と、システム制御部２３は、レジューム情報テーブルのメインルームＺＯＮＥ１のＨＤＤ
セレクタのフィールドにレジューム情報が記憶されていれば、そのレジューム情報をＨＤ
Ｄレコーダ１０Ｂに送信する。
【００４１】
　また、サブルームＺＯＮＥ２についてセレクタを（ＨＤＤセレクタから）ＤＶＤセレク
タに変更する指示が入力されると、システム制御部２３は、レジューム情報テーブルのサ
ブルームＺＯＮＥ２のＤＶＤセレクタのフィールドにレジューム情報が記憶されていれば
、そのレジューム情報をＤＶＤプレーヤ１０Ａに送信する。
【００４２】
　このときに、メインルームＺＯＮＥ１でもＤＶＤプレーヤ１０Ａのコンテンツを再生し
ているとき、サブルームＺＯＮＥ２のＤＶＤセレクタのフィールドに記憶されているレジ
ューム情報をＤＶＤプレーヤ１０Ａに送信すると、ＤＶＤプレーヤ１０Ａの再生位置が、
送信されたサブルームＺＯＮＥ２用のレジューム情報で特定される再生位置に変更される
。すると、メインルームＺＯＮＥ１でＤＶＤプレーヤ１０Ａのコンテンツを再生している
ユーザに不快感を与える。そこで、一例として、メインルームＺＯＮＥ１の再生位置を優
先し、後からサブルームＺＯＮＥ２のレジューム情報をＤＶＤプレーヤ１０Ａに送信する
前に、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタが同じセレクタ（ＤＶＤセレクタ）になってい
る場合には、サブルームＺＯＮＥ２のレジューム情報をＤＶＤプレーヤ１０Ａに送信しな
いようにすることで、この問題を解決できる。一方、後からメインルームＺＯＮＥ１のレ
ジューム情報を送信する際には、サブルームＺＯＮＥ２のセレクタに関係なく、無条件で
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、ＤＶＤプレーヤ１０Ａに送信するとよい。
【００４３】
　以下、本実施形態のコンテンツ再生システムの動作を説明する。
［メインルームＺＯＮＥ１のセレクタ変更処理］
　図４はＡＶアンプ２０のシステム制御部２３の処理を示すフローチャート、図５はＤＶ
Ｄプレーヤ１０Ａ又はＨＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１４の処理を示すフローチ
ャートである。本例では、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタがＤＶＤセレクタからＨＤ
Ｄセレクタに変更される場合を例に説明する。
【００４４】
　図４に示すように、システム制御部２３はメインルームＺＯＮＥ１のセレクタ変更指示
がユーザ操作によって入力されたか否かを監視しており（Ｓ１）、ＤＶＤセレクタからＨ
ＤＤセレクタに変更する指示が入力されると（Ｓ１でＹＥＳ）、システム制御部２３は、
現在選択されているセレクタのコンテンツ再生装置（ＤＶＤプレーヤ１０Ａ）のシステム
制御部１４にセレクタ解除通知をＣＥＣラインを介して送信する（Ｓ２）。図５に示すよ
うに、ＤＶＤプレーヤ１０Ａのシステム制御部１４は、セレクタ解除通知の受信を監視し
ており（Ｓ４１）、セレクタ解除通知を受信すると（Ｓ４１でＹＥＳ）、再生部１１にお
ける現在のコンテンツの再生位置をレジューム情報として、ＡＶアンプ２０のシステム制
御部２３にＣＥＣラインを介して送信する（Ｓ４２）。なお、再生部１１が再生停止して
いる場合でも、メモリに再生停止位置を記憶している場合にはその再生停止位置をレジュ
ーム情報として送信すればよい。図４に示すように、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２
３は、ＤＶＤプレーヤ１０Ａのシステム制御部１４からレジューム情報を受信すると、レ
ジューム情報テーブルのメインルームＺＯＮＥ１のＤＶＤセレクタのフィールドに受信し
たレジューム情報を登録する（Ｓ３）。なお、既にレジューム情報が記憶されている場合
は、記憶されているレジューム情報を消去して、今回取得したレジューム情報を登録する
（上書きする）。
【００４５】
　続いて、システム制御部２３は、現在選択されているセレクタ（ＤＶＤセレクタ）は、
サブルームＺＯＮＥ２でも選択されているか否かを図２のセレクタテーブルを参照して判
断する（Ｓ４）。すなわち、現在、メインルームＺＯＮＥ１とサブルームＺＯＮＥ２とで
同じコンテンツ再生装置のコンテンツを再生しているか否かが判断される。サブルームＺ
ＯＮＥ２のセレクタがメインルームＺＯＮＥ１と同じくＤＶＤセレクタである場合（Ｓ４
でＹＥＳ）、Ｓ６に進む。一方、サブルームＺＯＮＥ２のセレクタがメインルームＺＯＮ
Ｅ１と異なりＨＤＤセレクタである場合（Ｓ４でＮＯ）、ＤＶＤプレーヤ１０Ａからのコ
ンテンツはメインルームＺＯＮＥ１にもサブルームＺＯＮＥ２にも出力されないことにな
るので、システム制御部２３は、ＣＥＣラインを介してＤＶＤプレーヤ１０Ａのシステム
制御部１４に電源オフコマンドを送信する（Ｓ５）。図５に示すように、ＤＶＤプレーヤ
１０Ａのシステム制御部１４は、電源オフコマンドの受信を監視しており（Ｓ５０）、電
源オフコマンドを受信すると（Ｓ５０でＹＥＳ）、スタンバイ状態であることをＡＶアン
プ２０のシステム制御部２３に通知した後、電源オン状態からスタンバイ状態になる（Ｓ
５１）。ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３は、ＤＶＤプレーヤ１０Ａ、ＨＤＤレコー
ド１０Ｂが電源オン状態であるか、スタンバイ状態であるかをメモリ上で管理している。
【００４６】
　ここで、ＡＶアンプ２０およびコンテンツ再生装置１０は、装置全体に電源電圧を供給
する主電源回路と、システム制御部及びその周辺回路のみに電源電圧を供給するスタンバ
イ電源回路とを備えており、電源オン状態においては主電源回路及びスタンバイ電源回路
が共にオン状態にされ、スタンバイ状態においては主電源回路がオフ状態、スタンバイ電
源回路がオン状態にされている。電源オン状態では、コンテンツの再生、コンテンツの送
受信およびその他の処理を実行することができる。スタンバイ状態では、コンテンツの再
生、コンテンツの送受信およびその他の処理を実行することはできないが、リモコン信号
や電源オンコマンド等によって電源オン状態に移行することができる。
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【００４７】
　図４に示すように、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３は、メインルームＺＯＮＥ１
のセレクタをＤＶＤセレクタからＨＤＤセレクタに変更する（Ｓ６）。すなわち、システ
ム制御部２３は、メインルームＺＯＮＥ１に出力するコンテンツとしてＨＤＤレコーダ１
０ＢからのＨＤＭＩデータを選択するようにＨＤＭＩ受信部２１を制御する。また、シス
テム制御部２３は、図２のセレクタテーブルのメインルームＺＯＮＥ１のフィールドを、
変更後のセレクタであるＨＤＤセレクタに書き換える。
【００４８】
　続いて、システム制御部２３は、変更後のセレクタのコンテンツ再生装置（ＨＤＤレコ
ーダ１０Ｂ）が電源オン状態であるか否かを判断する（Ｓ７）。ＨＤＤレコーダ１０Ｂが
電源オン状態である場合には（Ｓ７でＹＥＳ）、Ｓ９に進む。一方、ＨＤＤレコーダ１０
Ｂがスタンバイ状態である場合には（Ｓ７でＮＯ）、システム制御部２３は、ＣＥＣライ
ンを介してＨＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂに電源オンコマンドを送信する
（Ｓ８）。図５に示すように、ＨＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂは、電源オ
ンコマンドを受信したか否かを監視しており（Ｓ４３）、電源オンコマンドを受信すると
（Ｓ４３でＹＥＳ）、スタンバイ状態から電源オン状態に移行する（Ｓ４４）。
【００４９】
　続いて、システム制御部２３は、変更後のセレクタのコンテンツ再生装置（ＨＤＤレコ
ーダ１０Ｂ）について、ユーザ操作によって再生指示が入力されたか否かを監視しており
（Ｓ９）、再生指示が入力された場合（Ｓ９でＹＥＳ）、システム制御部２３は、ＨＤＤ
レコーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂに再生コマンドを送信する（Ｓ１０）。さらに、
システム制御部２３は、変更後のセレクタのコンテンツ再生装置（ＨＤＤレコーダ１０Ｂ
）についてレジューム情報が記憶されているかを判断する（Ｓ１１）。つまり、システム
制御部２３は、レジューム情報テーブルのメインルームＺＯＮＥ１のＨＤＤセレクタのフ
ィールドにレジューム情報が記憶されているかを判断する。当該レジューム情報がレジュ
ーム情報テーブルに記憶されている場合（Ｓ１１でＹＥＳ）、システム制御部１４は、レ
ジューム情報テーブルから当該レジューム情報を読み出して、ＣＥＣラインを介して、Ｈ
ＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂに送信する（Ｓ１２）。
【００５０】
　図５に示すように、ＨＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂは、再生コマンドの
受信を監視しており（Ｓ４５）、再生コマンドを受信すると（Ｓ４５でＹＥＳ）、レジュ
ーム情報をシステム制御部２３から受信したかを判断する（Ｓ４６）。レジューム情報を
受信した場合（Ｓ４６でＹＥＳ）、システム制御部１４ｂはレジューム情報に含まれてい
る再生位置からコンテンツを再生開始する。詳細には、例えばレジューム情報にはコンテ
ンツを特定するコンテンツＩＤと再生開始位置（再生時間、再生開始アドレス）が含まれ
ているので、再生部１１ｂは、コンテンツＩＤで特定されるコンテンツの再生開始位置で
特定される位置から再生開始する。
【００５１】
［サブルームＺＯＮＥ２のセレクタ変更処理］
　図６は、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３による、サブルームＺＯＮＥ２のセレク
タ変更処理を示すフローチャートである。なお、サブルームＺＯＮＥ２のセレクタ変更処
理は、図４で説明したメインルームＺＯＮＥ１のセレクタ変更処理と略同じであり、図４
に記載の「メインルーム」と「サブルーム」という用語を入れ替えたものである。なお、
サブルームＺＯＮＥ２のセレクタがＤＶＤセレクタからＨＤＤセレクタに変更され、Ｓ３
１で、レジューム情報テーブルのサブルームＺＯＮＥ２のＨＤＤセレクタのフィールドに
レジューム情報が記憶されていると判断されると（Ｓ３１でＹＥＳ）、システム制御部２
３は、変更後のセレクタ（ＨＤＤセレクタ）は、現在のメインルームＺＯＮＥ１のセレク
タと同じであるか否かを、セレクタテーブルを参照して判断する（Ｓ３２）。変更後のサ
ブルームＺＯＮＥ２のセレクタ（ＨＤＤセレクタ）が現在のメインルームＺＯＮＥ１のセ
レクタと同じである場合（Ｓ３２でＹＥＳ）、システム制御部２３はＨＤＤレコーダ１０
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Ｂのシステム制御部１４ｂにレジューム情報を送信しない。図５に示すように、ＨＤＤレ
コーダ１０Ｂのシステム制御部１４ｂは、例えば所定時間以内にレジューム情報を受信し
ない場合（Ｓ４６でＮＯ）、現在コンテンツを再生中（つまり、メインルームＺＯＮＥ１
に対してコンテンツを再生中）であるか否かを判断する（Ｓ４８）。再生中であれば（Ｓ
４８でＹＥＳ）、そのままの再生位置で再生を継続するので、メインルームＺＯＮＥ１の
ユーザに不快感を与えることはない。再生中でなければ（Ｓ４８でＮＯ）、例えばユーザ
操作によって新たに指定されたコンテンツの再生位置から再生開始する、又は、最初のコ
ンテンツの最初の位置から再生を開始する（Ｓ４９）。最初のコンテンツとは、例えば、
プレイリスト内の最初のコンテンツ、又は、記録されている全コンテンツのうち最初のコ
ンテンツＩＤで特定されるコンテンツ等である。
【００５２】
　以上のように、本実施形態によると、各ルームの各セレクタに対応付けてレジューム情
報を記憶しているので、各ルーム毎にセレクタが変更されたときにレジューム情報で特定
される再生位置からコンテンツを再生することができる。なお、Ｓ９の処理を省略して、
自動的に再生コマンドを送信するようにしてもよい。
【００５３】
［別の実施形態１］
　次に、本発明の別の好ましい実施形態を説明する。図７は本例におけるＡＶアンプ２０
のメインルームＺＯＮＥ１のセレクタ変更処理を示すフローチャートであり、図４と同一
処理には同一符号を付ける。図８は本例におけるＡＶアンプ２０のサブルームＺＯＮＥ２
のセレクタ変更処理を示すフローチャートであり、図６と同一処理には同一符号を付ける
。
【００５４】
　本例では、図７に示すように、Ｓ１１でメインルームＺＯＮＥ１について、変更後のセ
レクタに対応するレジューム情報がレジューム情報テーブルに記憶されていると判断され
ると（Ｓ１１でＹＥＳ）、システム制御部２３は、メインルームＺＯＮＥ１についてユー
ザ操作によってレジューム再生許可指示が入力されているか否かを判断する（Ｓ１３）。
例えば、メインルームＺＯＮＥ１に配置されたディスプレイ装置に３０Ａに「レジューム
再生しますか」という質問を表示し、レジューム再生を許可するか否かをユーザ操作によ
って入力させてもよく、事前にユーザ操作によってレジューム再生の許可／不可がメニュ
ー画面等から設定可能であってもよい。
【００５５】
　レジューム再生許可指示が入力されている場合（Ｓ１３でＹＥＳ）、システム制御部２
３は、変更後のセレクタに対応するレジューム情報を読み出して、変更後のセレクタのコ
ンテンツ再生装置のシステム制御部に送信する（Ｓ１２）。一方、レジューム再生不可指
示が入力されている場合（Ｓ１３でＮＯ）、システム制御部２３は、変更後のセレクタに
対応するレジューム情報をコンテンツ再生装置に送信しない。
【００５６】
　同様に、図８に示すように、Ｓ３１でサブルームＺＯＮＥ２について、変更後のセレク
タに対応するレジューム情報がレジューム情報テーブルに記憶されていると判断されると
（Ｓ３１でＹＥＳ）、システム制御部２３は、サブルームＺＯＮＥ２についてユーザ操作
によってレジューム再生許可指示が入力されているか否かを判断する（Ｓ３４）。レジュ
ーム再生許可指示が入力されている場合（Ｓ３４でＹＥＳ）、システム制御部２３は、変
更後のセレクタに対応するレジューム情報を読み出して、変更後のセレクタのコンテンツ
再生装置のシステム制御部に送信する（Ｓ３３）。一方、レジューム再生不可指示が入力
されている場合（Ｓ３４でＮＯ）、システム制御部２３は、変更後のセレクタに対応する
レジューム情報をコンテンツ再生装置に送信しない。
【００５７】
［別の実施形態２］
　次に、本発明のさらに別の好ましい実施形態を説明する。本例では、図７及び図８のよ
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うにＡＶアンプ２０側でユーザ操作によってレジューム再生許可指示／レジューム再生不
可指示が入力されるのではなく、コンテンツ再生装置側でユーザ操作によってレジューム
再生許可指示／レジューム再生不可指示が入力される。例えば、ＡＶアンプ２０のメイン
ルームＺＯＮＥ１のセレクタ変更処理は図４と同じであり、ＡＶアンプ２０のサブルーム
ＺＯＮＥ２のセレクタ変更処理は図８においてＳ３４が省略されたものとなる。すなわち
、ＡＶアンプ２０はレジューム情報が記憶されている限り無条件でコンテンツ再生装置に
レジューム情報を送信する。コンテンツ再生装置の処理は、図５においてＳ４６でＹＥＳ
と判断された後に、ユーザ操作によってレジューム再生許可指示が入力されているか否か
を判断する。レジューム再生許可指示が入力されている場合、Ｓ４７に進み、レジューム
情報に基づいて再生するが、レジューム再生不可指示が入力されている場合、Ｓ４８に進
み、レジューム情報に基づいて再生しない。
【００５８】
［別の実施形態３］
　次に、本発明のさらに別の好ましい実施形態を説明する。図９は、ＡＶアンプ２０がス
タンバイ状態から電源オン状態に移行する際のレジューム再生処理を示すフローチャート
である。
【００５９】
　システム制御部２３は、主電源回路をオフ状態に制御して、ＡＶアンプ２０を電源オン
状態からスタンバイ状態に移行させる際に（Ｓ６１でＹＥＳ）、現在、メインルームＺＯ
ＮＥ１のセレクタに選択されているコンテンツ再生装置、及び、サブルームＺＯＮＥ２の
セレクタに選択されているコンテンツ再生装置に、ＡＶアンプ２０がスタンバイ状態に移
行することを示すスタンバイ通知を送信する（Ｓ６２）。例えば、メインルームＺＯＮＥ
１のセレクタがＤＶＤセレクタであれば、システム制御部２３はＤＶＤプレーヤ１０Ａの
システム制御部１４にスタンバイ通知を送信する。サブルームＺＯＮＥ２のセレクタがＨ
ＤＤセレクタであれば、システム制御部２３はＨＤＤレコーダ１０Ｂのシステム制御部１
４ｂにスタンバイ通知を送信する。図５において、Ｓ４１を「スタンバイ通知受信」に読
み替えて、スタンバイ通知を受信したコンテンツ再生装置のシステム制御部１４は、スタ
ンバイ通知に応答して現在の再生位置をレジューム情報としてＡＶアンプ２０のシステム
制御部２３に送信する（Ｓ４２）。システム制御部２３は、レジューム情報を受信すると
、メインルームＺＯＮＥ１、サブルームＺＯＮＥ２の現在の各セレクタに対応付けてレジ
ューム情報をレジューム情報テーブルに登録する（Ｓ６３）。つまり、レジューム情報テ
ーブルにおいて、メインルームＺＯＮＥ１のＤＶＤセレクタ１０ＡのフィールドにＤＶＤ
プレーヤ１０Ａのレジューム情報を登録し、サブルームＺＯＮＥ２のＨＤＤセレクタ１０
ＢのフィールドにＨＤＤレコーダ１０Ｂのレジューム情報を登録する。その後、システム
制御部２３は、電源オン状態からスタンバイ状態に移行させる。
【００６０】
　一方、システム制御部２３は、主電源回路をオン状態に制御して、ＡＶアンプ２０を電
源オン状態に移行するとき（Ｓ６４でＹＥＳ）、メインルームＺＯＮＥ１の選択されてい
るセレクタに対応付けて、レジューム情報がレジューム情報テーブルに記憶されているか
否かを判断する（Ｓ６５）。例えば、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタがＤＶＤセレク
タであれば、メインルームＺＯＮＥ１のＤＶＤセクタのレジューム情報が記憶されている
かを判断する。レジューム情報が記憶されている場合（Ｓ６５でＹＥＳ）、システム制御
部２３は、メインルームＺＯＮＥ１の選択されているセレクタのコンテンツ再生装置（Ｄ
ＶＤプレーヤ１０Ａ）に、レジューム情報テーブルからレジューム情報を読み出して送信
する（Ｓ６６）。レジューム情報が記憶されていない場合（Ｓ６５でＮＯ）、メインルー
ムＺＯＮＥ１の選択されているセレクタのコンテンツ再生装置にレジューム情報を送信せ
ずにＳ６７に進む。
【００６１】
　続いて、システム制御部２３はサブルームＺＯＮＥ２設定がオン状態になっているか否
かを判断する（Ｓ６７）。サブルームＺＯＮＥ２設定とは、ＡＶアンプ２０がサブルーム
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ＺＯＮＥ２にコンテンツを出力するか否かをユーザ操作によって事前に設定する機能であ
る。サブルームＺＯＮＥ２設定のオンオフは例えばメモリ内のフラグ等によって管理され
ている。
【００６２】
　サブルームＺＯＮＥ２設定がオフ状態であれば処理を終了するが、サブルームＺＯＮＥ
２設定がオン状態である場合（Ｓ６７でＹＥＳ）、システム制御部２３は、サブルームＺ
ＯＮＥ２の選択されているセレクタに対応付けて、レジューム情報がレジューム情報テー
ブルに記憶されているか否かを判断する（Ｓ６８）。サブルームＺＯＮＥ２のセレクタが
ＨＤＤである場合には、サブルームＺＯＮＥ２のＨＤＤセレクタのレジューム情報が記憶
されているかを判断する。レジューム情報が記憶されていなければ処理を終了するが、レ
ジューム情報が記憶されている場合（Ｓ６８でＹＥＳ）、例えば、システム制御部２３は
、サブルームＺＯＮＥ２のセレクタが、メインルームＺＯＮＥ１のセレクタと同じである
か否かを判断する（Ｓ６９）。同じであればメインルームＺＯＮＥ１のレジューム情報を
優先するために処理を終了する。一方、同じでない場合（Ｓ６９でＮＯ）、サブルームＺ
ＯＮＥ２の選択されているセレクタのコンテンツ再生装置に、レジューム情報テーブルか
らレジューム情報を読み出して送信する（Ｓ７０）。
【００６３】
　以上の処理によって、ＡＶアンプが電源オン状態に移行する際にも、スタンバイ状態に
移行する際に記憶したレジューム情報に基づいてコンテンツ再生装置を再生させることが
できる。なお、Ｓ６４～Ｓ７０の電源オン時のレジューム再生処理を、図４～図８で示し
たセレクタ変更時にレジューム情報テーブルに記憶したレジューム情報に基づいて実行し
たも良い。
【００６４】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。例えば、再生部１１は２つの光ピックアップを備える等ハードウェア構成を変更
することにより、同時に同一のコンテンツ再生装置のコンテンツをメインルームＺＯＮＥ
１及びサブルームＺＯＮＥ２に出力する場合でも、メインルームＺＯＮＥ１に対する再生
開始位置と、サブルームＺＯＮＥ２に対する再生開始位置とを異ならせることができる。
この場合には、上記実施形態のようにメインルームＺＯＮＥ１のレジューム情報を優先す
ることや、ユーザ操作によってレジューム再生許可指示／レジューム再生不可指示の入力
を判断することが不要となる。また、サブルームは、１つに限られず複数のサブルームＺ
ＯＮＥ３、ＺＯＮＥ４にも適用可能である。また、ＡＶアンプに送信されるコンテンツは
、ＨＤＭＩケーブルを介して送信されるのではなく、光デジタルケーブル等で送信されて
もよい。この場合、別途他の通信ケーブルを介して各コマンドが送信されるとよい。また
、ＡＶアンプおよびコンテンツ再生装置の上記動作をコンピュータに実行させるためのプ
ログラムおよびこれを記録した記録媒体という形態で提供されてもよい。また、ＡＶアン
プの上記動作の一部のみのプログラムを、ＡＶアンプにファームウェアアップデートとい
う形態で提供されてもよい。さらには、ＡＶアンプの上記動作の一部のみのプログラムが
格納されたＣＰＵ、マイコンなどの電子部品という形態で提供されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、ＡＶアンプおよびＤＶＤプレーヤ等に好適に採用され得る。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の好ましい実施形態によるコンテンツ再生システムを示すブロック図であ
る。
【図２】セレクタテーブルを示す図である。
【図３】レジューム情報テーブルを示す図である。
【図４】メインルームのセレクタを変更する際のＡＶアンプの処理を示すフローチャート
である。
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【図５】セレクタを変更する際のコンテンツ再生装置の処理を示すフローチャートである
。
【図６】サブルームのセレクタを変更する際のＡＶアンプの処理を示すフローチャートで
ある。
【図７】メインルームのセレクタを変更する際のＡＶアンプの処理を示すフローチャート
である。
【図８】サブルームのセレクタを変更する際のＡＶアンプの処理を示すフローチャートで
ある。
【図９】ＡＶアンプを電源オン状態またはスタンバイ状態にする際の処理を示すフローチ
ャートである。
【図１０】従来のコンテンツ再生システムを示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１０Ａ　　　　　ＤＶＤプレーヤ
　１０Ｂ　　　　　ＨＤＤレコーダ
　２０　　　　　　ＡＶアンプ
　２１　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
　２２　　　　　　ＨＤＭＩ送信部
　２３　　　　　　システム制御部
　２６　　　　　　音声処理部
　３０Ａ，３０Ｂ　ディスプレイ装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１０】
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